　第２部　南米編ＰａｒｔⅡ　


＜南米編PartⅡ＞

　翌朝、サンチアゴを脱出してアルゼンチンのブエノスアイレスに向かうため、荷物をまとめて宿のチェックアウトをした後で、長距離バスターミナルのカウンターでチケットを買おうとすると「今日はブエノスアイレスには行けない」という返事が返ってきました。理由を聞いてみるとアンデス山脈に大雪警報が出ているようで国境が不通となっているということでした。開通はいつ頃になるのかと確認してみると多分明日なら大丈夫だろうと言っていたので気楽な気分で再度、昨夜泊まった宿にチェックインをして、“今夜こそ本当の最後のチリだ“と市内をブラブラしてその日を過ごしました。

　翌朝（７／１８）宿のチェックアウトを済ませて、地下鉄に乗って昨日と同様に長距離バスターミナルのカウンターに赴くと「今日もバスは出ない」という話しです。「おいおい冗談だろう」と思いましたが、天気情報が分からないために、どれだけの積雪があるのか、という情報入手もままならなかったので、仕方がない本当なんだろうと諦めて、再び宿へと足を向けました。

　しかし予定よりも２日も遅れてしまったことは確かで、もうサンチアゴ市内も歩き回ってしまったので訪れるところがない状態です。

　町の中をブラブラして楽器屋さんがあったので思わず何を血迷ったのかハーモニカを買ってしまいました。ハーモニカなら暇つぶしにいいと思ったのです。それほど暇だったのです。

　ところがそれ以降もバス会社に連絡を取ってみると不通という返事が続き結局当初の予定より６日も遅れて（こんなに遅れるとは夢にも思いませんでした。）サンチアゴを発つことになったのです。これは大きな誤算でした。

　４日目頃には不安になってバスターミナルのカウンターに直接出かけていったほどでした。しかしカウンターでの答えもやはり同様でした。飛行機を使おうかとも考えたのですがお金がもったいないので諦めて、その代わりに８／１となっていたブラジルの出発予定日をサンチアゴ市内にあるアメリカン航空のカウンターに行き８／４に変更してもらいました。

　いよいよバスの運行が再会したため、アンデス越えをしてブエノスアイレスに向かうことになりました。サンチアゴを７／２３の朝１０：４５に出発して、メンドーサを経由して翌日（７／２４）の朝１１：００にアルゼンチンの首都ブエノスアイレスに到着しました。途中のアンデス山脈は天気も快晴で景色も白一色で素晴らしかったのですが、思っていたほどの豪雪地帯ではなかったのが意外でした。６日間も通行止めにする必要があったのだろうか？と疑問を持ったほどです。（ただし現地のニュースでは、その時期のパタゴニアでは厳寒のため過去最高の人が亡くなったそうです。）

　ブエノスアイレス到着後はアルゼンチンには宿をとらずにその夜のバスでウルグアイの首都モンテビデオまで行くことに決めました。アルゼンチンは物価が高いのでそのようにしたのです。それに丸１日あれば自分が行こうと思っているところには時間的に十分行けるはずなのです。

　市内をブラブラしながらガイドブックで行こうと決めておいた日本料理屋さんに入って、昼に日本食を食べました。何という贅沢でしょうか、しかしこれはサンチアゴで缶詰状態で６日間も過ごした自分へのご褒美ということで許してしまいました。　　　　　　　　　　　

　ブエノスアイレスではすれ違う人は白人ばかりです。今まで訪れた南米の国の人とは明らかに違います。

　この南米というエリアはそれぞれの国で人種構成がはっきりとしているために、国境を越えると言葉は同じでも町の風景も食事も、すれ違う人たちも異なるためにそういう面では面白いエリアであると自信を持ってお薦めすることができます。このブエノスアイレスの町並みも長い歴史に彩られたことを思わせるものがたくさん残っていて歴史好きの人は興味をそそられると思います。

　私が訪れたのはレティーロ駅、大統領府のスペインロココ調建築カサ・ロサーダ（ピンクの家）、世界三大劇場の１つコロン劇場（イタリアミラノのスカラ座に次ぐ大きさ、フランスパリのオペラ座と合わせて世界三大劇場）、７月９日通りに立つオベリスク、かつてのアルゼンチン随一の港町でタンゴ発祥の地でもあるボカ地区、レコレータ地区にあるレコレータ墓地（アルゼンチンの大統領夫人として有名な「エビータ」の墓もここにあります）を訪れました。地下鉄をうまく利用して大急ぎで動き回りました。

　そしてその夜にはバスターミナルに戻り、２２：００発のバスで国境を越えてウルグアイのモンテビデオに翌朝６：００に到着しました。

　ウルグアイは南米の国の中でもあまりパッとしない印象が強かったのですが、モンテビデオに到着してみると、想像通りに街の雰囲気もどんよりとしてグレー色のイメージが強い所でした。

  モンテビデオのメインストリートの７月１８日通り（なぜかこのように月日を付けた名前の通りが多いのです）までバスターミナルから路線バスで向かって、そこの観光案内所で市内マップをもらって散歩を始めたのですが、何か重たい空気が街全体を覆い尽くしているような感じがするのです。まあ天気が曇り空だったということもあるのでしょうが…カガンチャ広場から、アルティガスの騎馬像が建つモンテビデオ独立広場、モンテビデオで最も高い（２４階）サルボ宮殿を通り過ぎて、旧市街に入っていくと雰囲気がさらに重たいものに変わっていきました。

　南米、中米ともに旧市街は古い町並みで治安もよくないところが多いのですが、このウルグアイの旧市街は特に危険なニオイを感じました。昼間なのに随所に警察が立っていたり、街も廃墟と化した建物が結構あったりして、きな臭いニオイがぷんぷんとしていました。

　私が旧市街を訪れたのはここにはこのエリアの名物料理である、パリジャーダ（焼き肉、内蔵の塩焼きなど）のレストラン街が古い工場を改造してテナントのような形でたくさん入っているからです。

　そしてそのさらに先にはアルゼンチンとの間を流れるラ・プラタ川の河口が広がっていましたが、その水の色はみそ汁状態でお世辞にも綺麗などとは言えないものでした。

　ウルグアイは、特に大きな収入源となる産業がないのが大きな悩みのようです。ただし海に面しているということが、他の南米の内陸国ボリビアやパラグアイと比較すると大きなポイントとなるのでしょう。　

　ウルグアイ観光を１日で終了し、夕方にバスターミナルに戻りそこでポストカードを書きましたが、郵便局が閉まっておりポストに投函できなかったために事情を話してバス会社の人に投函だけ依頼しました。（係りの人は何かキツネにつままれたような顔をしていましたが）後で日本に戻って確認してみるとちゃんと届いていたので約束通りに投函してくれたようです。

　深夜のバスでモンテビデオを出発してブエノスアイレスに戻ってきたのは７／２６の早朝５：４５でした。

　その日は日本領事館で日本の情報や、今後訪問予定の国の危険情報を入手してから、市内観光へと出かけました。そしてその日の１６：００発のバスで今度はパラグアイへと向かいました。

　これで４日間連続でバス泊です。さすがに体力の消耗が日を追って激しくなっていきました。

　パラグアイのエンカルナシオンに到着したのは７／２７の早朝５：３０でした。エンカルナシオンはパラナ川を挟んでアルゼンチンと向かい合う位置にあるパラグアイの町です。

  この町に到着してバスターミナルから周りを眺めてみると、真っ暗な闇の中に日本語で書かれた看板が目に飛び込んできました。それはホテルの看板で横に小さく「日本語OK」と書かれていました。早朝なので不在かと思いながら入口から入ってみると、現地の女性がいたので泊まりたい旨を告げると部屋に案内してくれました。

　４日連続で寝台バスに泊まったので、久しぶりにまっすぐな寝床に横になることができました。おまけにそのホテルの横には同じオーナーが経営している日本食屋さんがあり料金も他の国で食べるのとは雲泥の差があるくらいに安い金額でした。

　少し横になってから近くにあるブラジル領事館に出向いてブラジルビザの申請をしたところ、多少時間がかかるのかと思いましたが３０分ほどでできるという話しでした。ビザ代が用意できていないために後払いということで、銀行に行きお金を降ろしてくることにしました。そして引き出したお金でめでたくブラジルビザをゲットして午後には世界遺産の「グアラニー遺跡」へと向かいました。

　この遺跡は「トリニダード」ともいわれており、広大な芝生が植えられている敷地の中に廃墟となった建築物が点在しているといった感じの場所です。かつてイエズス会国家を築いた教化集落の跡が残っているのです。

　あまりにも強い影響力を持ったイエズス会は、１７６７年にスペインの名により新大陸から追放されてしまったのです。今でもそのころの面影を色濃く残す聖堂、鐘楼、学校、墓地、広場などが残っているのです。それらは赤レンガを材料に建築されており夕焼け時には特にそれらの色が映えるようになっています。このグアラニー遺跡には最盛期に約４０００人ほどのグアラニー族が住んでいた模様です。これらのイエズス会と先住民とのやりとりを映画にしたものが１９８６年にカンヌグランプリを取った「ミッション」（主演：ロバート・デ・ニーロ）です。

　この地は世界遺産に登録されていますが交通事情の問題もありなかなかツアーで訪れることは困難なようです、私が訪れたときもほとんど貸し切り状態でした。世界遺産を独り占めするのは本当に気分の良いものです。

  その夜は当然に宿の横にある日本食屋でカツ丼を食べました。そこの主人は日本人の男性で、かつて移民としてこのパラグアイへとやってきたそうで当時の思い出話を聞くことができました。移民というとブラジルが有名ですが、ペルーやここパラグアイも大勢の日本人がやってきて生活の拠点を築いているのです。

　パラグアイには１９３４年から移住が開始されて私がその２日後訪れることになった「イグアズ」というエリアには１９６１年に１４家族が最初に移住したそうです。そのイグアズには現在１８０家族、９５０名ほどの日系人が住んで大豆造りを中心とした農業に従事しているそうです。

　当時のパラグアイはジャングルのような土地しかなかったそうでその土地の開墾から始めなければならなかったそうです。苦しい思いをして邪魔な草木を取り除き農作物を作ろうとしたのですが、うまく育たなかったそうです。それは土のせいだったようでこの辺りの土はテーラ・ロッサと呼ばれる赤い土なのです。数々の試行錯誤を繰り返して現在ようやく大豆の生産に落ち着いたようです。

　食堂のおじさんもパラグアイでの長い歴史の中で日本に季節労働者として出稼ぎに行ったこともあるそうですが、「なぜその時に日本にそのまま留まらなかったのか？」と聞きましたが、「今の生活の場所はパラグアイにあるから」と言っていました。

　イグアズの町を歩いてみるとお墓や、日本にあるラーメン屋以上に懐かしいラーメン屋さんがあったり、大きな鳥居があったり、日本語の標語があったりとまさに日本にタイムスリップしてきたような感じがしました。近くの農協でも日本食を手に入れられるということで「何一つ不自由しない」と宿の人は言っていました。また町で会ったおばあちゃんは「２０年近くいるけど全くスペイン語が話せない」と言っていたのが印象的でした。

　日本の裏側のこの国でがんばっている人々がいることを知り、自分もがんばらなければいけないという気持ちにさせられる場所でした。

　イグアスの移住地に１泊（７／２９）してからブラジルとの国境の町シウダー・デル・エステに向かいました。到着した日（７／３０）の午後に世界最大のダムであるイタイプーダムを訪れました。このダムはパラグアイとブラジルの間にあるダムで１９６６年に調査を開始して、７５年に着工、９１年に竣工したダムです。ダムの入口の事務所で申し込みをすると定期的に出発する観光バスでダムの上から内部まで案内してくれるのです。

　このシウダー・デル・エステも面白い町で、昔日本にあった闇市のような雰囲気のある町です。パラグアイの物価は安くブラジル、アルゼンチンの物価は高いので２つの国からここに買い物にやってくるのです。（３国はこのシウダー・デル・エステで国境を接しているのです。）したがって国境の橋の上は常に混雑しており、買い出しの車の排気ガスはものすごいことになっています。

　この町を拠点にして世界遺産の「イグアスの滝」を見てきました。イグアスの滝はブラジルとアルゼンチン間を流れる滝なので、両国からそれらを眺めることができますが私は最初にアルゼンチン側より観察しました。

　イグアスの滝は世界３大瀑布の滝で残りの２つはアメリカ＆カナダ間を流れるナイアガラの滝と、ザンビア＆ジンバブエ間を流れるビクトリアの滝です。

　イグアスの滝の総幅は約４ｋｍで、それは世界最大幅となっており、滝の数は大小合わせて季節にもよりますが約３００ほどで、最大の落差は１００ｍとどれをとってもそのスケールのすごさは他の滝と比較して群を抜いています。

  かつてアメリカ合衆国大統領夫人がこのイグアスを訪れたとき、あまりのスケールの大きさに発したセリフに「ああ、かわいそうな私達のナイアガラよ！」という言葉がこの滝のスケールを表しています。

  滝壺付近まで階段で下りていき、そこからオプショナルで申し込みをしたボートで滝壺付近まで接近することを試みました。その迫力はものすごくとてもエキサイティングすること間違いなしです。これぞ“自然の猛威”という感じでしょうか。滝壺のうねりに飲まれそうになりながらボートをうまく操縦していきます。

　アルゼンチン側のハイライトはこのボートでの接近に尽きるといってもいいでしょう。またアルゼンチン側からの見学方法は、滝壺まで降りていく階段を利用して下から眺めるパターンと、滝の上部に張り巡らされた遊歩道を歩いて上部から滝壺へ落ちていく滝を眺めるパターンの２種類あります。

　その翌日はブラジル側より眺めることにしました。このイグアス国立公園として指定されているエリアは亜熱帯雨林地方になるためにとても暖かく、面積も２２５６キロ平方メートルと東京都よりも広い園内面積を持っています。そして園内は深い森林に覆われて５００種類もの蝶をはじめとして多くの小動物が住む生命の森でもあるのです。

　イグアスとは先住民族のグアラニー族の言葉でイグ＝水という意味で、アズ＝壮大なものへの驚嘆の意味だそうです。毎秒６万５０００トンもの水が流れ落ちておりブラジル側はアルゼンチン側とは異なり滝の上部ではなく滝を下から眺められるように遊歩道が張り巡らされています。このイグアスでは偶然にもチリのアリカの宿で一緒になったオーストリア人の男性と再会しました。

　イグアスの滝を両国側から眺めた後はブラジルのリオデジャネイロに向けて出発です。８／２にいったんシウダー・デル・エステから国境を越えてブラジルのフォス・ド・イグアスのバスターミナルまで行ってから、リオ・デ・ジャネイロ行きのバスに乗り込みました。フォス・ド・イグアスを正午に出発してリオに着いたのも翌日（８／３）のちょうど正午でした。到着後宿を決めてから巨大な両手を広げたキリスト像が立つ“コルコバードの丘”へとコグトレインという登山列車で登っていきました。この像はリオ市内からはどこからでも一望できる丘の上に立っており、町のシンボルとなっているのですが、残念ながら雲がかかっていたために足元の位置からは完全にはっきりとは見ることができませんでしたがいい思い出になりました。ちなみにキリスト像の足元は教会になっていて、像の高さは３０ｍ（台を含めると３８ｍ）幅は２８ｍ、重量１０００トンとなっています。

　海岸沿いを散歩しているとサッカーをしている人々に必ず出くわします。この国ではサッカーは生活の一部なのです。

　コルコバードと並んでもう一つのリオの名物ポン・ジ・アスカルには登りませんでしたが、海岸からでもその姿は十分に堪能できました。

　リオに１泊した翌日（８／４）１１：２０発のバスでリオを出発してサンパウロに１７：００に到着しました。それから空港行きのバスに乗ってサンパウロ２３：００発のアメリカン航空９６４便に乗って約５０日間の南米旅行にピリオドを打ちました。

　＜６／１８～８／４までの出金明細＞

　　　　１Ｓ／，（ペルーヌエボソル）＝３６円　　

　　　　１Ｂｓ（ボリビアーノ）＝２０円

　　　　１Ｃ＄（チリペソ）＝０．２３円　　

　　　　１＄（アルゼンチンペソ）＝１２５円

　　　　１Ｕ＄（ウルグアイペソ）＝１０円　　

　　　　１Ｇ（パラグアイグアラニー）＝０，０３１円

　　　　１Ｒ＄（ブラジルへアル）＝５０円　　

　　　　１ＵＳ＄＝１２５円

６／１８……エアポートバス８ＵＳ＄　　食事９Ｓ／，　　宿３５Ｓ／，

　　１９……食事１５，５Ｓ／，　　ナスカライン５５ＵＳ＄　　

　　　　　　バス代２１ＵＳ＄　　タクシー６Ｓ／，　　宿１５Ｓ／，

　　２０……切手２３Ｓ／，　　タクシー４Ｓ／，　　バス６５Ｓ／，　　

　　　　　　食事５Ｓ／，

　　２１……食事９Ｓ／，　タクシー３Ｓ／，　宿２０×４Ｓ／，　

　　　　　　ポストカード６Ｓ／，

　　２２……列車チケット１０７Ｓ／，　　カメラ電池３１，５Ｓ／，　　

　　　　　　宿２０Ｓ／，　バス７６、５Ｓ／，　　食事１４Ｓ／，　

　　　　　　メール２，５Ｓ／，

　　２３……教会入場料２Ｓ／，　　バス６０Ｓ／，　　食事７Ｓ／，

　　２４……メール２，５Ｓ／，　　食事９Ｓ／，

　　２５……バス９Ｓ／，　　入場料１０ＵＳ＄　　食事９，５Ｓ／，　　

　　　　　　メール１Ｓ／，　　軍手＆ニット帽４ＵＳ＄

　　２６……チチカカツアー３０Ｓ／，　　ラパスバスツアー２０Ｓ／，

　　　　　　タクシー４Ｓ／，　　食事８，５Ｓ／，　　宿２０Ｓ／，

６／２７……食事２１Ｓ／，　　ミサンガ１Ｓ／，　　

　　２８……宿２５Ｂｓ　　食事２０Ｂｓ　　タクシー１０Ｂｓ　バス７０Ｂｓ

　　　　　　ジャンパー７５Ｂｓ　　タイツ１４Ｂｓ

　　２９……タクシー１０Ｂｓ　　タクシー１０００Ｃ＄　バス２０２００Ｃ＄

　　　　　　食事５４００Ｃ＄　　宿８０００Ｃ＄　　

　　３０……食事１７６０Ｃ＄　

７／　１……食事７００Ｃ＄　　バス税金１００Ｃ＄　　タクシー１０００Ｃ＄

　　　２……トイレ２５０Ｃ＄　　食事１５００Ｃ＄

　　　３……バッテリー７３１０Ｃ＄　　宿３５００Ｃ＄

　　　　　　現像＆アルバム７７００Ｃ＄＋１５３５０Ｃ＄

　　　　　　食事９８００Ｃ＄　　切手＆ポストカード３６００Ｃ＄　

　　　４……バス８０００Ｃ＄　　食事６０００Ｃ＄　　宿３５００Ｃ＄

　　　５……宿３５００Ｃ＄　　食事４９００Ｃ＄　　

　　　６……食事３００Ｃ＄　　バス１＄　　宿１０＄　　食事４．２＄

　　　７……切手１０，５＄　　食事３，２＄　　宿１３＄　

　　　８……バス２１＄　　食事２，５＄　　バス２３００Ｃ＄　　

　　　　　　宿４０００Ｃ＄　　食事７０００Ｃ＄

　　　９……宿４０００Ｃ＄　　食事４５５０Ｃ＄

　　１０……宿４０００Ｃ＄　　バス２３００Ｃ＄　　食事２９００Ｃ＄

　　１１……現像３８００Ｃ＄　　食事１９００Ｃ＄　　バス５０００Ｃ＄　

　　　　　　荷物６００Ｃ＄　　ポストカード４５００Ｃ＄

　　１２……エアポートバス１０００Ｃ＄　　電池５００Ｃ＄　荷物６００Ｃ＄

　　　　　　切手３１４０Ｃ＄　　ポストカード６８０Ｃ＄　トイレ１５０Ｃ＄

　　　　　　地下鉄２７０Ｃ＄　　食事３９０Ｃ＄

　　１３……食事６２５０Ｃ＄

　　１４……レンタサイクル６６００Ｃ＄　　食事５３００Ｃ＄

７／１５……ダイビング５０ＵＳ＄　　食事１０１５０Ｃ＄

　　１６……バス１０００Ｃ＄　　食事２０００Ｃ＄　　宿６５００Ｃ＄　

　　　　　　宿５２ＵＳ＄　　空港税８ＵＳ＄　　お土産３９００Ｃ＄

　　１７……地下鉄６００Ｃ＄　　荷物１５５００Ｃ＄　　バス２５０００Ｃ＄

　　　　　　封筒４６０Ｃ＄　　食事２７００Ｃ＄　レンタサイクルー５ＵＳ＄

　　１８……食事１０００Ｃ＄　　食事１４００Ｃ＄　　地下鉄５４０Ｃ＄

　　　　　　宿６５０Ｃ＄

　　１９……宿６５００Ｃ＄　　食事１４００Ｃ＄　ハーモニカ２４０００Ｃ＄

　　２０……メール３００Ｃ＄　　現像３０５０Ｃ＄　　食事４５００Ｃ＄

　　　　　　本５０００Ｃ＄　　宿６５００Ｃ＄　　地下鉄５５０Ｃ＄

　　２１……宿６５００Ｃ＄　　ラジオ２０００Ｃ＄　　食事４０００Ｃ＄

　　２２……宿６５００Ｃ＄　　地下鉄２７０Ｃ＄　　食事２６３０Ｃ＄

　　２３……宿６５００Ｃ＄　　食事６００Ｃ＄　　地下鉄２７０Ｃ＄　

　　　　　　食事３，２＄

　　２４……食事１３，５＄　　バス２７＄　　トイレ１＄　　地下鉄０，７＄

　　２５……切手＆ポストカード１０５Ｕ＄　　食事１０２Ｕ＄　　

　　　　　　荷物１９Ｕ＄　　バス３７０Ｕ＄　　コレクティーボ９Ｕ＄　　

　　２６……バス３０＄　　荷物３＄　　食事６，４＄

　　２７……宿２００００Ｇ　　バス１４０００G　　食事１７０００Ｇ　　

　　　　　　ビザ２２５０００Ｇ　　トリニダー２０００Ｇ

　　２８……切手３００００Ｇ　　ポストカード２０００Ｇ　　

　　　　　　ステッカー２０００Ｇ　　宿１５０００Ｇ　

　　　　　　バス１００００Ｇ　　食事１９０００Ｇ

　　２９……宿５４０００Ｇ　　食事２４０００Ｇ　　バス２２０００Ｇ

　　３０……宿３００００Ｇ　　食事２２０００Ｇ　　バス９０００Ｇ　　

　　　　　　買い物１７００Ｇ　　バス２Ｒ＄

　　３１……食事２２０００Ｇ　　バス３０００Ｇ　　宿３００００Ｇ　

　　　　　　バス３，５Ｒ＄　　バス６＄　　ボートツアー２０＄　

　　　　　　イグアス入場料９＄　

８／　１……宿３００００Ｇ　　食事３６０００Ｇ　　イグアス入場料８Ｒ＄

　　　　　　切手１０Ｒ＄　　ポストカード２，６５Ｒ＄　　バス３，８Ｒ＄

　　　　　　食事３，５Ｒ＄　　

　　　２……バス１００Ｒ＄　　食事３Ｒ＄　　コンタクト用品５００００Ｇ

　　　　　　タクシー２００００Ｇ

　　　３……バス２Ｒ＄　　食事１５，７Ｒ＄　　宿３５Ｒ＄　

　　　　　　登山電車２０Ｒ＄

　　　４……食事３，３Ｒ＄　　人形３５Ｒ＄　　出国税３０Ｒ＄　　

　　　　　　バス３４Ｒ＄　　エアポートバス１６Ｒ＄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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